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研究の背景と目的

【背景】

企業が障害者の職場定着を推進するためには、「企業在
籍型ジョブコーチ」の配置は一定の効果があると考えられ
るが、その実態はあまり知られていない。

【目的】

企業在籍型ジョブコーチの配置の実態を明らかにし、支
援事例を収集することで、企業在籍型ジョブコーチによる
効果的な支援の進め方や課題、必要な条件整備等について
検討する。
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方法（ アンケート調査）

2013年度～2017年度にジョブコーチ養成研修を修了した企業在籍
型ジョブコーチが所属する事業所の管理職及び企業在籍型ジョブコー
チに対して、2019年1月～2月に実施。

（１）事業所調査

対象：企業在籍型ジョブコーチが所属する事業所の管理職

回答：248社（回収率69.9％）

（２）個人調査

対象：企業在籍型ジョブコーチ

回答：570名（回収率65.0％）
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＜障害者雇用の動向＞ ＜障害者の定着状況（過去3年）＞

結果 ～事業所の管理職が回答～

雇用する障害者は

増加傾向にある

70.2%

雇用する障害者は

変わらない

24.6%

雇用する障害者は

減少傾向にある

2.8%

その他

1.2%

無回答

1.2%

n=248

1割から2割

程度離職

61.3%

全員継続勤務

28.6%

3割から5割

程度離職

4.0%

6割以上離職

3.2%

無回答

2.8%

n=248

第28回職業リハビリテーション研究・実践発表会



5

35.1 

34.3 

36.7 

25.4 

27.8 

46.0 

44.4 

33.1 

44.0 

39.5 

10.9 

14.1 

21.8 

22.6 

23.8 

1.2 

1.2 

2.4 

2.4 

2.8 

6.9 

6.0 

6.0 

5.6 

6.0 

0 20 40 60 80 100

障害者を雇い入れた際に、
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障害者の職場定着が改善した

外部の障害者支援機関等との

連携が円滑になった

障害者の雇用管理体制が充実した

障害者の体調不調がより早期に
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とても思う やや思う あまり思わない 全く思わない 無回答

(%)

＜企業在籍型ジョブコーチ配置の効果（上位５項目）＞

n=248

結果 ～事業所の管理職が回答～
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＜企業在籍型ジョブコーチ配置の方針＞ ＜配置をすすめる上での課題＞
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結果 ～事業所の管理職が回答～
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専属（常時

ジョブコー

チ） 21.1%

兼務職（主

としてジョブ

コーチ）
13.0%兼務職（主として

ジョブコーチ以外）
52.1%

その他
10.0%

無回答

3.9%

n=570

＜企業在籍型ジョブコーチとしての従事状況＞

・常時ジョブコーチ業務に従事している者は２割程度。

・兼務職（主としてジョブコーチ以外）の一週間あたり
のジョブコーチ業務従事時間は、平均６時間。

・「その他」には、ジョブコーチとしての位置づけが
不明確、支援を実施していない者が含まれている。

結果 ～企業在籍型ジョブコーチが回答～
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(%)

＜頻度が多い支援内容（上位５項目） ＞

n=570

結果 ～企業在籍型ジョブコーチが回答～
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＜企業在籍型ジョブコーチの役割を担うために必要なこと（上位５項目） ＞

n=570
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結果 ～企業在籍型ジョブコーチが回答～
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まとめ ～企業在籍型ジョブコーチが活躍するために～

企業在籍型ジョブコーチの配置効果を感じている企業は
約８割あり、さらに配置を進めていきたいと考えている。

本調査から示唆された、企業在籍型ジョブコーチが役割
を果たすために必要なことを以下に挙げる。

①企業在籍型ジョブコーチに対する社内の支援・協力体制

②企業在籍型ジョブコーチの支援スキルの向上

③企業在籍型ジョブコーチが支援を実施できる体制整備

10

第28回職業リハビリテーション研究・実践発表会


